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Ⅰ
　
環
境
の
保
全
に
関
す
る

　
県
民
意
識

Ｑ
：
県
で
は
現
在
「
環
境
基
本
計

画
」
を
策
定
し
て
い
る
が
、
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
た
決
意
は
？

知
事
：
県
の
新
総
合
計
画
で
は
、
脱

炭
素
社
会
の
構
築
を
重
要
な
柱
と
し

て
い
る
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
・

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大

を
一
段
と
加
速
さ
せ
る
。

Ｑ
：
県
民
の
環
境
に
配
慮
す
る
意
識

を
高
め
る
た
め
に
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
施
策
を
進
め
て
い
く
の
か
？

環
境
部
長
：
新
年
度
か
ら
信
州
環
境

カ
レ
ッ
ジ
を
立
ち
上
げ
、
気
候
変
動

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
県
民
の
気
づ
き
を
促

し
、
脱
炭
素
に
向
け
た
県
民
意
識
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　

太
陽
光
発
電
施
設

・
施
設
の
設
置
に
伴
い
、
地
元
と
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
。

・
県
で
は
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、

制
度
の
隙
を
突
い
て
設
置
す
る

事
業
者
が
後
を
絶
た
な
い
。

Ｑ
：
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
関

し
て
、
現
行
の
制
度
に
よ
る
規
制
で

は
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に
限
界
が
あ
る

た
め
、
新
た
に
県
で
規
制
の
た
め
の

条
例
を
制
定
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

知
事
：
こ
れ
ま
で
県
環
境
影
響
評
価

条
例
の
改
正
や
林
地
開
発
許
可
手
続

き
の
厳
格
化
な
ど
に
よ
り
、
対
応
を

強
化
し
て
き
た
。
今
後
も
既
存
制
度

を
駆
使
し
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
が
適
正
に
導
入
さ
れ
る
よ
う
取
り

組
む
。

　

「
環
境
日
本
一
」
県

Ｑ
：
脱
炭
素
社
会
構
築
の
た
め
の
施

策
が
国
内
で
最
も
先
進
的
で
、
環
境

が
最
も
優
れ
た
県
と
な
る
べ
く
、

「
環
境
日
本
一
」
県
を
目
指
す
こ
と

を
提
案
す
る
。

知
事
：
新
た
な
取
り
組
み
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
、
持
続
可
能
な
社
会
を

構
築
し
て
「
環
境
日
本
一
」
を
目
指

す
。※

低
炭
素
・
脱
炭
素
社
会

　

二
酸
化
炭
素
の
排
出
が
少
な
い
社
会

　
県
観
光
部
と

　
長
野
県
観
光
機
構
の
あ
り
方

Ｑ
：
今
後
、
県
観
光
部
と
長
野
県
観

光
機
構
は
ど
の
よ
う
な
役
割
分
担
を

行
っ
て
い
く
の
か
。

観
光
部
長
：
観
光
機
構
は
、
県
内
の

Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
観
光
事
業
者
の
稼
ぐ
力
を

引
き
出
す
観
光
施
策
の
実
行
組
織
と

し
て
機
能
を
強
化
す
る
。
観
光
部
は

観
光
地
域
づ
く
り
の
基
盤
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
観
光
施
策
の
企
画

立
案
な
ど
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
的
機
能

を
担
う
。

※
長
野
県
観
光
機
構

　

平
成
13
年
（
社
団
法
人
）
長
野
県
観

光
協
会
⬇
平
成
28
年
（
一
般
社
団
法

人
）
長
野
県
観
光
機
構

※
Ｄ
Ｍ
Ｏ

　

観
光
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
法
人
で
、

「
長
野
県
観
光
機
構
」
は
広
域
的
に

活
動
す
る
組
織

脱
炭
素
に
よ
る

環
境
の
保
全

Ⅱ
観
光
振
興

県
議
会 

２
月
定
例
会

リニアのイメージ。平成39年、伊那谷に中間駅が設置

一
般
質
問（
3
月
２
日
）
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「
Ｇ
20
関
係
閣
僚
会
議
」
の

　
誘
致

Ｑ
：
「
Ｇ
20
関
係
閣
僚
会
議
」
が
来

年
日
本
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
候
補
地
と
し
て
誘
致
活
動

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
？

産
業
労
働
部
長
：
軽
井
沢
町
は
開
催

地
と
し
て
相
応
し
い
こ
と
か
ら
、
誘

致
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

　

※
４
月
２
日
に
政
府
は
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
と
地
球

環
境
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会

合
」
を
軽
井
沢
町
で
開
催
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
リ
ニ
ア
バ
レ
ー
構
想

・
県
で
は
リ
ニ
ア
効
果
を
広
く
県
内

に
普
及
さ
せ
る
た
め
、
平
成
26

年
に
「
リ
ニ
ア
活
用
基
本
構

想
」
を
策
定
、
平
成
28
年
に
は

伊
那
谷
地
域
の
取
組
の
指
針
と

文 教 企 業 委 員 会文 教 企 業 委 員 会

な
る
「
リ
ニ
ア
バ
レ
ー
構
想
」

を
策
定
し
た
。

Ｑ
：
「
リ
ニ
ア
バ
レ
ー
構
想
」
を
ど

の
よ
う
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
？

知
事
：
県
と
し
て
は
、
地
域
が
描
く

将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
経
済
界

や
専
門
家
の
方
々
等
多
様
な
主
体
と

●高等学校の洋式トイレ・空調設備の設置
Q：洋式トイレや空調設備の設置が中々進んでいないが、
全体的な整備計画を立て計画的に整備を進めるべきでは
ないか？　私の母校では、昨年の夏には熱中症で倒れる
生徒が続出したため、同窓会が数百万円を負担して扇風
機を設置した。
A：洋式トイレの設置率は27％。普通教室の空調の設置
率は19％で、全国的には最低レベル。予算の確保が難し
いが、計画的に整備を進める。熱中症や同窓会の支援の
状況は掌握している。

●特別支援学校多目的トイレの設置
Q：多目的トイレの設置は早急に進めるべきだが、実態
と整備の考え方は？
A：設置率は7割を超えているが、一部の学校は5割程度
であり、7割未満の学校を中心に整備を進める。平成32
年度までに県全体の整備計画を立てる。来年度は伊那養
護学校など2校を整備する。

文教委員会関係

連
携
し
た
施
策
の
推
進
体
制
を
作
っ

て
い
く
。
こ
れ
か
ら
も
地
元
市
町
村

や
経
済
界
の
方
々
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
こ
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

開
通
が
伊
那
谷
の
発
展
、
県
全
体
の

発
展
に
繋
が
る
よ
う
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

※
リ
ニ
ア
バ
レ
ー
構
想
が
目
指
す
姿

　 

伊
那
谷
が
、
リ
ニ
ア
の
整
備
効
果
を

最
大
限
に
活
用
し
て
、
地
域
発
展
の

原
動
力
と
す
る
こ
と
で
、
身
近
に
な

る
大
都
市
や
世
界
の
活
力
を
引
き
寄

せ
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
地
域

も
人
々
も
輝
く
「
リ
ニ
ア
バ
レ
ー
」

を
実
現
す
る
。

① 

国
際
空
港
へ
1
時
間
で
ア
ク
セ
ス
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
活
動
拠
点

② 

巨
大
災
害
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
食

料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
新
し
い
供
給
拠

点
③ 

高
度
な
都
市
空
間
と
大
自
然
と
が
近

接
し
た
「
対
流
促
進
圏
域
」

④ 

世
界
か
ら
人
を
呼
び
込
む
感
動
フ
ィ

ー
ル
ド

２月県議会最終日に「常任委員会」の所属替えが行わ
れ、「環境・産業・観光委員会」の副委員長に就任し
ました。また「議会運営委員会」と「広報委員会」に
も所属します。任期は１年（来年４月末まで）です。
　環境・産業・観光委員会は、環境部・産業労働部・
観光部の業務を担当します。

「環境・産業・観光委員会」副委員長に就任


